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「道北ドクターヘリ」のスポンサー
（2011年～）

HACCP等の衛生管理基準取得に向けた啓蒙活動や
専門家の派遣及び設備投資支援 （1998年～）

1．環境関連法規等の遵守
2．環境保全活動の継続と向上
3．省資源・省エネルギーの推進と環境汚染の
　予防
4．啓発活動の推進
5．環境方針の公開

環境管理の国際標準規格「ISO14001」の認証を取得
（本店ビル2002年10月）

以下の方針で環境に配慮した活動を行っております。

環境基本方針

・道北ドクターヘリ運航調整委員会の了承を得て掲載しております。

未来につなげたい宗谷をテーマとした
オリジナルカレンダーの制作 （2018年～）
地域の歴史、風土、文化を見つめ直し、新たな魅力を発見・発
信するツールとして活用し、関連動画も紹介しております。

※1　ESGとは、「Environment（環境）」、「Social（社会）」、「Governance（企業統治）」の3つの頭文字をとったもので、各分野への適切な対応が企業の長期的成長の
原動力となり、最終的には持続可能な社会の形成に役立つことを示した投資の判断基準の一つです。

ＨＡＣＣＰ認証のための視察の様子

こちらからアクセスいただくか、https://work1989.com/wakashin/
よりカレンダーに関連した動画をご覧いただけます。

地域の文化や経済の発展等地域の皆さまに少しでもお役に立ちたいと考え、
ESG投資※1やSDGs※2が注目される以前より、様々な活動に積極的に取組んでおります。

2026年カレンダー

風力発電及び関連事業への融資（2006年～）、
出資（2014年～）を通じた参画
〈実績：92件 6,438百万円〉

ナセル(機械室)上での設備点検・保守作業

鉄塔での高圧線の設置風景

職場内コンプライアンス研修の実施
（1999年～）

規程勉強会の風景

南支店にて

振り込め詐欺被害の未然防止の取組み強化
〈稚内警察署と連携〉

・衛生管理体制構築のための専門家派遣
  （2021年度～） 
　9社 延べ39回実施
・衛生管理面強化のための設備投資実績
  〈１件 40百万円〉

●
●

人財
地域貢献・トピックス
お客さまとの相互交流
経営内容のポイント
自己資本
開示債権の状況
貸出金等の償却・引当基準
市場占有率
総代会機能

●
●

●
●

●
●
●

信頼度ズームアップ ズ ー ム ア ッ プ 2

Zoom
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第15回しんきんフェスタの開催
地域の皆さまとの関わりをより一層深め、ますます身近な金融機関を目指すために、
2025年9月28日に本店ビルで施設見学等を開催しました。
イベント来場数  約1,200名

第41回札幌交響楽団稚内定期公演の開催
（1985年～）
稚内総合文化センター

※2 SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として2015年9月の国連サミットで
採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから
構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取組むユニバーサル〈普遍的〉な
ものであり、日本としても積極的に取組んでいます。 

金銭教育の実施
（2009年～）
〈延べ19校：968名受講〉

金融教育の実施
（2022年～）
※当金庫職員が講師を
　務めて実施

稚内市立稚内中学校 
（2026年2月13日）

稚内市立稚内南小学校
（2026年2月4日）

………………………………………………

稚内市立宗谷中学校の産業教育事業へのサポート
（2021年～）
１９６８年から基幹産業である水産業の担い手の育成と産業振興の
ために実施している産業教育事業をサポート

産業教育のサポートとして、
当金庫職員による金融教育
を実施中学生によるホタテ殻むき実習

社会保険労務士
年金コンサルタント

山田　繁春 氏

年金相談会 （随時開催）

稚内総合文化センター  来場者約600名 （2026年6月13日）

○1995（平成7）年11月 「メセナ大賞95（メセナ地域賞）」受賞
○1999（平成11）年6月  第2回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」受賞

ウィンターフェス2026の開催　（1988年～）
稚内会場（第36回）
 稚内市こまどりスキー場
 （2026年１月18日）

枝幸会場（第34回）
 枝幸三笠山スキー場
 （2026年2月8日）

○2006（平成18）年6月  第9回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」受賞

3億円体験 窓口体験 硬貨包装機・紙幣結束機の見学

ワークショップ

稚内市みどりスポーツパーク
（2026年２月1日）



「職場見学」を実施

信用金庫間ネットワークを活用した取り組み❷（相互交流）
西尾信用金庫様（愛知県）の営業
エリアへ、当金庫のお客様総勢
90名で３泊４日のツアーを催行。
（2025年12月）

西尾信用金庫様（愛知県）のお客様総勢約60名が２泊３日の
ツアーで稚内・利尻・礼文を来訪。
（2023年８月）
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コミュニティ誌「ジャスト・ナウ」の発行
　宗谷をはじめとする地元を再発見する企画や中小企業をフ
ォーカスするコーナー、地域住民の趣味や特技にスポットを
当てるコーナー、管内の交番勤務のおまわりさんや教育関係
者の皆さまを紹介するなど、地域の情報が盛りだくさんです。

南支店ビル「みなくる」※でのイベント開催
　南支店ビル「みなくる」１階イベントスペースでは、多くの皆さ
まに親しんでもらえるよう、様々なイベントを開催しております。
ぜひ、みなさまのご来店をお待ちしております。

地域の環境整備活動への参加

　金融の仕事、そして稚内信用金庫を知っていただけるよう、
小中学生を対象とした職場見学を実施しております。

○2017年6月 第20回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」受賞

信用金庫間ネットワークを活用した取り組み❶
全国254金庫の信用金庫間ネットワークを活用したお取引先の商品開発・販路拡大への取り組みを積極的に行っています。

〇2025年10月17日
「さわやか信用金庫物産展」へ出店
（東京都：さわやか信用金庫  主催）
 出店3社（㈱吉川水産、㈱こしん、
　　　　   ㈱シーグレイセス）

〇2025年9月13日～15日「駅マルシェ2025」へ出店
（旭川市：駅マルシェ実行委員会　主催）
 出店8社（瀬戸漁業㈱、㈱シーグレイセス、㈲丸信高田屋、㈲小林食品、㈱川島旅館、
　　　　　㈱宇野牧場、炭焼鳥てつ、㈲珈々豆屋）

※「みなくる」は南支店ビルの愛称です。

枝幸支店

Zoom

稚内市役所職員との合同清掃活動
（2026年5月22日）

㈲沢野豆腐店 販売会アートフラワー展

古
代
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
神
威
岬

　
枝
幸
町
と
浜
頓
別
町
と
の
境
界
に
な
っ

て
い
る
神
威
岬
。こ
の
名
前
は
ア
イ
ヌ
語

の「
カ
ム
イ
・
エ
ト
ゥ
」（
神
の
鼻
）に
由

来
し
ま
す
。ア
イ
ヌ
文
化
の
聖
地
と
さ
れ

る
こ
の
岬
の
近
く
に
は
、ア
イ
ヌ
の
砦（
戦

い
、祭
ご
と
、集
会
、監
視
な
ど
の
役
割
を

持
つ
）と
さ
れ
る
チ
ャ
シ
の
跡
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、古
代
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
を
航
海
す
る
船
乗
り
に
と
っ
て
神
威
岬

は
、と
て
も
大
切
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク（
地

理
学
上
に
お
け
る
目
印
）で
し
た
。

目
梨
泊
遺
跡
は

８
〜
９
世
紀
に
栄
え
た

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
交
易
港

　
そ
も
そ
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
は
何
か
、

い
つ
、ど
こ
で
栄
え
た
も
の
な
の
か
、オ

ホ
ー
ツ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
え
さ
し
の
館
長
、

高
畠
孝
宗
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　「
北
海
道
に
は
、稲
作
を
中
心
と
し
た
弥

生
時
代
が
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。本
州

と
違
っ
て
、北
海
道
だ
け
が
縄
文
時
代
か

ら
続
縄
文
時
代
、擦
文
文
化
の
時
代
へ
と

移
行
す
る
中
で
、樺
太（
サ
ハ
リ
ン
）や
宗

谷
地
方
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
、さ
ら
に

千
島
列
島
に
海
洋
狩
猟
民
に
よ
る「
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
」が
広
が
っ
た
の
で
す
。

そ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
分
か
り
や
す
く

前
期
中
期
後
期
の
３
つ
に
分
類
す
る
と
、

前
期（
５
〜
６
世
紀
頃
）は
稚
内
・
利
尻

島
・
礼
文
島
な
ど
の
宗
谷
地
区
。中
期（
７

〜
８
世
紀
頃
）に
代
表
さ
れ
る
の
が
網
走

の
モ
ヨ
ロ
貝
塚
。そ
し
て
後
期（
８
〜
９

世
紀
頃
）が
枝
幸
の
目
梨
泊
遺
跡
と
な
り

ま
す
。目
梨
泊
が
栄
え
た
時
代
は
今
か
ら

約
１
２
０
０
年
前
、本
州
で
い
え
ば
奈
良
・

平
安
時
代
の
前
半
に
相
当
し
ま
す
。」

　
海
洋
狩
猟
民
の
た
め
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海

を
自
由
に
駆
け
め
ぐ
り
、魚
を
獲
っ
た
り
、

ア
ザ
ラ
シ
や
ト
ド
な
ど
の
海
獣
を
狩
っ
て

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、こ
の
北
の
民
は〝
交
易
の
民
〞と
し

て
、価
値
あ
る
品
物
を
お
互
い
に
交
換
・

取
引
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　「
こ
れ
は
目
梨
泊
遺
跡
の
特
徴
で
す
が
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
人
々
は
、大
陸
や
本

州
の
人
々
を
相
手
に
活
発
な
交
易
を
繰
り

広
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
交
易
に
よ
っ
て
、自
分
た
ち
で
は

作
る
こ
と
の
で
き
な
い
鉄
製
品
、装
飾
品
、

刀
剣
な
ど
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
は
例
え
ば
、靺
鞨
文
化
に
由
来

す
る
大
陸（
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
）か
ら

き
た『
青
銅
製
帯
飾
』。こ
れ
は
道
内
で
７

枚
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

う
ち
５
枚
が
目
梨
泊
遺
跡
か
ら
の
出
土
で

す
。女
性
用
の
銀
製
耳
環（
イ
ヤ
リ
ン
グ
）

や
ガ
ラ
ス
玉
。本
州
か
ら
は
、東
北
の
蝦

夷
が
好
ん
で
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
蕨
手

刀
が
７
振
お
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
る
な
ど
、

奈
良
・
平
安
時
代
の
律
令
国
家
と
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
を
示
す
遺
物
も
多
数
含

ま
れ
、３
１
９
点
が
国
指
定
重
要
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。」

　
目
梨
泊
は
、神
威
岬
か
ら
南
へ
約
２
㎞

離
れ
た
標
高
約
２０
ｍ
の
海
岸
段
丘
の
上
に

あ
り
、お
だ
や
か
な
湾
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
。地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の「
メ
ナ
シ
ュ
ト

マ
リ
」が
変
化
し
た
も
の
で「
東
風（
を
防

ぐ
）船
の
か
か
り
澗
」と
い
う
意
味
で
す
。

　
東
風
が
強
く
て
も
格
好
の
船
着
き
場
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、神
＝
神
威
岬
に
保
護

さ
れ
た
目
梨
泊
は
、交
易
港
と
し
て
、オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化（
後
期
）が
大
き
く
開
花

し
た
の
で
し
ょ
う
。

海
に
は
眼
に
見
え
な
い
道
が
あ
る

　
そ
れ
に
し
て
も
大
昔
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
人

は
、海
図
も
コ
ン
パ
ス
も
な
い
時
代
に
、

迷
わ
ず
ち
ゃ
ん
と
辿
り
着
け
た
も
の
で
す
。

　「
目
梨
泊
は
樺
太（
サ
ハ
リ
ン
）と
の
行

き
来
は
頻
繁
だ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、大
陸

の
も
の
も
サ
ハ
リ
ン
を
経
由
し
て
来
て
い

た
は
ず
で
す
。実
は
そ
こ
に
も
理
由
が
あ

り
ま
す
。宗
谷
海
峡
か
ら
東
樺
太
海
流（
宗

谷
暖
流
）に
よ
っ
て
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の

枝
幸
方
面
へ
船
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向

に
あ
る
の
で
す
。海
に
は
目
に
見
え
な
い

け
れ
ど
も
、つ
な
が
っ
て
い
る
道
が
あ
る

の
で
す
。時
代
考
証
は
別
と
し
て
で
す
が
、

作
家
の
吉
村
昭
が『
脱
出
』と
い
う
小
説

を
書
い
て
い
ま
す
。終
戦
直
後
の
樺
太
か

ら
漁
船
や
小
船
な
ど
で
本
道
へ
向
か
っ
た

引
き
揚
げ
船
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
を
物

語
っ
て
い
ま
す
が
、ま
さ
に
あ
の
話
の
舞

台
が
枝
幸
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。樺
太

か
ら
稚
内
を
目
指
し
て
も
、い
ざ
着
い
て

み
る
と
、そ
こ
は
稚
内
で
は
な
く
枝
幸
に

流
さ
れ
て
い
た
と
…
。

　
｜
馬
力
の
乏
し
い
船
や
帆
か
け
船
は
、

潮
流
と
北
西
風
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

町
の
浜
に
近
寄
っ
て
く
る
傾
向
が
強
い
よ

う
だ
っ
た
。
｜
（
引
用
　
吉
村
昭『
脱
出
』

昭
和
５７
年
７
月
１５
日 

新
潮
社
）

　
本
州
か
ら
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
日
本
海

を
北
へ
北
へ
と
北
上
し
て
も
、利
尻
島
・

礼
文
島
へ
は
流
さ
れ
ず
に
、宗
谷
海
峡
で

ス
ッ
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
回
り
目
梨
泊
に

流
れ
着
く
、そ
の
海
の
道
を
オ
ホ
ー
ツ
ク

人
も
活
か
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。」

枝
幸
高
校
の
生
徒
が
発
見
し
た

地
域
の
宝「
蒔
絵
金
銅
装
直
刀
」

　
目
梨
泊
遺
跡
で
は
、さ
ら
に
異
文
化
と

の
つ
な
が
り
を
示
す
、謎
多
き
金
の
刀
が

発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、平
成
３０

（
２
０
１
８
）年
に
発
掘
調
査
に
参
加
し
た

地
元
枝
幸
高
校
の
総
合
文
化
研
究
部
の
２

人
が
見
つ
け
た『
蒔
絵
金
銅
装
直
刀
』で
す
。

　「
名
前
の
由
来
は
、鞘
の
表
面
に
錫
の
粉

に
よ
る
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
。そ
し
て
、銅
で
つ
く
っ
た

刀
装
具
の
表
面
を
金
で
飾
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。オ
ホ
ー
ツ
ク
文

化
の
後
期
、９
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
こ
の
刀
は
、蒔
絵
の
起
源
を
考
え
る
う

え
で
、直
刀
が
や
が
て
日
本
刀
に
変
化
し

て
い
く
過
程
の
も
の
と
し
て
も
重
要
な
発

見
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、た
く
さ
ん
の

研
究
者
の
力
を
お
借
り
し
、デ
ジ
タ
ル
復

元
し
た
と
こ
ろ
、き
ら
び
や
か
な
姿
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

　
宗
谷
管
内
は
ど
こ
も
同
じ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、枝
幸
の
高
校
生
は
卒
業
す
る
と

７０
％
は
地
域
か
ら
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

本
当
は
一
度
外
に
飛
び
出
し
て
、外
か
ら

故
郷
の
良
さ
に
気
づ
い
て
帰
っ
て
来
て
く

れ
る
の
が
理
想
な
の
で
す
が
。た
と
え
出

て
行
っ
て
も
故
郷
の
自
然
や
成
り
立
ち
、

歴
史
・
文
化
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
で

す
。〝
枝
幸
が
ど
ん
な
町
だ
っ
た
か
〞を
知

る
機
会
と
し
て
、今
後
も
先
生
方
と
も
協

力
し
合
い
、枝
幸
高
校
の
総
合
文
化
研
究

部
の
み
な
さ
ん
と
発
掘
調
査
を
続
け
て
い

き
ま
す
。」
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稚内しんきんカレンダー連動企画

ミュージアム館内には、大きな竪穴式住居が復元されている。
囲炉裏には当時の料理が再現され、
住居奥の祭壇にはヒグマの頭骨が祀られている。

令和７（２０２５）年は福島大学考古学研究室が中心となり、
枝幸高校の生徒や地域のボランティアが参加し、
目梨泊遺跡の発掘調査が行われた。
町外の研究者と地域住民がともに
「ふるさと枝幸」の歴史を再発見することを目的とした
枝幸町の町づくりの取り組みの一つである。

ヒグマの粘土細工、信仰の証

ソーメン
文土器

鋒（きっさき）が、もろ刃になる真っ直ぐな刀は、
反りのある片刃の日本刀が完成する以前の刀剣で極めて貴重。
金色の鐔（つば）と２つの足金具には花びらのような文様と、
魚卵のように微粒子を敷き詰めた魚々子が刻まれている。

オホーツクミュージアムえさし

竪穴式住居

埋蔵文化財以外にも自然系・歴史系展示も豊富

オホーツクミュージアムえさし
北海道枝幸郡枝幸町三笠町 1614-1 　0163-62-1231
開館時間：9:00～17:00　休館日：月曜、最終週の火曜
（休館日が祝日の場合、翌平日休館）、１２月３０日～１月４日

未来につなげたい
Soya, Okhotsk
History & Legacy

神威岬から望む

目梨泊遺跡
Menashidomari  Iseki 

国の名勝ピリカノカ（美しい・形）に指定

神威岬
Kamui Misaki

［枝幸町］

枝幸町の目梨泊遺跡は、２つの道路（国道２３８号とその旧国道 /現 町道）に
囲まれたところにある。目の前にある湾がオホーツク文化の交易港だった。

枝幸町教育委員会 学芸員
オホーツクミュージアムえさし館長
高畠 孝宗さん

[取材協力・監修]

間宮海峡（冬は氷るため
　　　　 陸続きとなる）靺鞨文化

オホーツク文化

アムール川
（黒龍江）

蝦夷
（東北）

平城京

平安京

奥尻島

礼文島

利尻島

えみし

オホーツク文化の分布

ま

こ
ち

未
来
に
つ
な
が
る
夢
や
希
望
は
、
私
た
ち
の
足
元
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
の
歴
史
、
風
土
、
文
化
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
見
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
風
景
の
中
に
、
と
て
つ
も
な
い
浪
漫
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を

案
外
、
私
た
ち
は
見
過
ご
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
、
こ
の
マ
チ
、
こ
の
地
域
の
歴
史
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
は
き
っ
と
、
未
来
に
つ
な
げ
た
い
夢
や
希
望
が
横
た
わ
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
「
開
拓
者
精
神
が
宿
る
宗
谷
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
を
テ
ー
マ
に

枝
幸
町
、
利
尻
島
、
豊
富
町
の
歴
史
を
探
索
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
高
校
生
た
ち
の
活
躍
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
が
誇
ら
し
く
思
え
ま
し
た
。

黄金の刀をバーチャルに復元。オホーツク人は他部族と争わないため、
刀剣は武器として使用しない。権威の象徴として埋葬時の副葬品となる。

入館無料

蕨手刀

蒔絵金銅装直刀
約１２００年前の謎多き黄金の刀

再現された
オホーツク人の

服装

青銅製帯飾

高畠さんは目梨泊が後期オホーツク文化の交易港に成り得た理由の一つに「枝幸砂金」が交易品だった可能性について考えている。
従来の目梨泊から本州への交易品は、アザラシ、ヒグマなどの毛皮、鷲の羽根などだったとされるが、それだけでは条件として不十分ではないか。
枝幸地方は古くから砂金が採れることで知られ、明治30年代にはゴールドラッシュを迎えた。金が交易品とすれば「蒔絵金銅装直刀」が発掘されてもおかしくはない。

目梨泊遺跡

まっかつ

本誌の
印刷に

は

環境に
配慮し

た植物
油イン

キを

使用し
ていま

す。

見やす
く読み

まちが
えにく

い

ユニバ
ーサル

デザイ
ンフォ

ント

を採用
してい

ます。

★

今回ご
紹介した

枝幸町
の山上

佐藤水
産㈲の「

旬佳肴・
鮭の切

身」を、抽
選で5名

様にプレ
ゼン

トいた
します

。ご希望
の方は

、

おハガキ
に「旬佳

肴・鮭の
切身」

と書き、
①住所

 ②氏名
 ③年齢

 

④職業
 ⑤電話

番号 ⑥
ジャス

ト・ナウ
に対す

るご意
見、ご感

想等を
ご記入

のうえ下
記まで

郵送くだ
さい。

●送先
／〒09

7－０００５

　稚内
市大黒

3丁目３
番３８号

　稚内
信用金

庫

　ジャス
ト・ナウ

編集部
行

●締切／
２０２６年

２月２７日
（金）

 （当日
消印有

効）

●当選
者の発

表／商
品の発

送

をもって
換えさ

せてい
ただ

きます。
※３月中

旬頃発
送予定

プレゼン
ト商品

旬佳肴・
鮭の切

身

北オホー
ツク枝幸

産めじか
（塩）・

鮭（白醤
油） ※各

２切れず
つ

●商品
のお問

い合せ
先

山上佐
藤水産

有限会
社

枝幸郡
枝幸町

本町62
05-30

　 0163
-62-15

21　 0
163-62

-1571

旬佳肴
（しゅ

んかこ
う）鮭の切

身

北
枝幸

海 幸。

食卓
彩 山上佐

藤水産
㈲

ESASH
I de

　
北
オ
ホ
ー
ツ
ク

枝
幸
町
は
、
森
と

海
が
融
合
す
る
自

然
豊
か
な
町
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
面

し
た
約
５８
㎞
に
お
よ
ぶ
長
い
海
岸
線
で
は
古
く

か
ら
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
在
で
も

日
本
一
の
漁
獲
量
（
籠
漁
）
を
誇
る
毛
ガ
ニ
や

ホ
タ
テ
、
鮭
は
全
国
的
に
有
名
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
で
創
業
６５
年
を
迎
え
た
枝
幸
町
の
山
上

佐
藤
水
産
㈲
の
主
力
商
品
も
そ
の
３
つ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
消
費
者
向
け
の
小
売

り
商
品
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
が
、
同
社
の

ブ
ラ
ン
ド
『
旬
佳
肴
』
シ
リ
ー
ズ
。
特
に
今
回

ご
紹
介
す
る
鮭
の
切
身
は
自
慢
の
逸
品
で
す
。

　
道
内
で
獲
れ
る
鮭
は
一
般
的
に
シ
ロ
ザ
ケ
を

指
し
ま
す
。
こ
の
シ
ロ
ザ
ケ
は
獲
れ
た
時
期
や

魚
体
の
成
熟
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
、
ケ
イ
ジ
や

ト
キ
シ
ラ
ズ
、
め
じ
か
、
ア
キ
ア
ジ
（
ア
キ

シ
ャ
ケ
）
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
同
社
で

扱
っ
て
い
る
の
は
、
め
じ
か
と
ア
キ
ア
ジ
で
す
。

ち
な
み
に
ア
キ
ア
ジ
は
産
卵
の
た
め
道
内
の
河

口
周
辺
に
集
ま
っ
て
く
る
鮭
で
、
一
方
、
め
じ

か
は
山
形
県
な
ど
東
北
の
日
本
海
の
河
川
に
母

川
回
帰
し
よ
う
と
す
る
鮭
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
旬
佳
肴
」に
込
め
た
思
い

　「
当
社
は
も
と
も
と
高
級
か
ま
ぼ
こ
の
原
料

と
な
る
ワ
ラ
ヅ
カ
の
す
り
身
工
場
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
、
前
浜
の
も
の
を
扱
う
水
産
加
工
会
社

に
な
り
ま
し
た
。
商
品
の
販
売
は
、
現
在
も
問

屋
さ
ん
や
通
販
ル
ー
ト
な
の
で
す
が
、
１５
年
ほ

ど
前
に
小
売
り
商
品
を
つ
く
る
際
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
た
め
「
旬
佳
肴
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

名
を
考
え
ま
し
た
。〝
旬
〞は
文
字
通
り
旬
に
獲

れ
た
も
の
、〝
佳
〞は
ひ
と
施
し
し
て
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
加
工
品
、〝
肴
〞に
は
美
味
し
い
お
か

ず
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

　
め
じ
か（
塩
）と
鮭（
白
醤
油
）を
切
身
に

　「
目
と
鼻
の
間
が
近
い
こ
と
か
ら
め
じ
か

（
目
近
）
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
枝
幸
の
川
に
遡

上
し
よ
う
と
す
る
鮭
に
混
じ
っ
て
網
に
掛
か
る

の
で
す
が
、
本
州
へ
の
長
い
航
海
に
備
え
身
に

は
た
っ
ぷ
り
と
脂
を
蓄
え
て
い
ま
す
。
当
社
で

は
そ
の
め
じ
か
に
塩
を
し
新
巻
に
し
た
も
の
を

食
べ
や
す
い
サ
イ
ズ
に
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
年
々
漁
獲
量
も
減
り
値
段
も
高
騰
し
て
い

ま
す
の
で
、
地
元
の
鮭
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に

扱
い
、
白
醤
油
と
イ
ク
ラ
用
調
味
液
を
ブ
レ
ン

ド
し
、
独
自
の
味
わ
い
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

普
段
の
食
卓
に
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
や
ギ
フ
ト
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
」

読者の
お便り

コーナ
ー

★時々
いただ

くジャス
ト・ナウ

、楽

しい内
容です

。さいは
ての街

興

味深く、
また旭

川の街
とも近

い

間柄で
、すみか

らすみ
まで読

ん

でいます
。懸賞金

付き定
期預金

をまた始
めてい

ただけた
ら嬉し

いです
。最近、

長い間
窓口で

優

しくして
くれてい

た女性
が退職

との事
、少し寂

しい気
持の秋

で

す。「ほ
たてフ

リッター
・活たこ

ザンギ」
たべた

い！！

　（旭川
市・70代

）

★GIS（
地理情

報システ
ム）推進

の

特集を
してい

て、とて
も良か

っ

たです
。これか

らもこう
いう特

集をして
ください

。

　（旭川
市・50代

）

★普段
知るこ

とので
きない

宗谷

管内の
ことを知

ることが
できま

した。中
央食堂

は行って
みたい

と思いま
す。　（

稚内市・
80代）

★ジャス
ト・ナウ

のお店
紹介が

楽

しみで
す。中央

食堂に
行ってき

ました。（
おいしく

て２回も
）家庭

的な料
理でお

いしかっ
たですよ

。

また先日
「みなく

る会」の
観楓会

、

初めて参
加させて

いただき
まし

た。楽し
かったで

す。来年
も楽し

みです。
　（稚内

市・60代
）

16

山上佐藤
水産㈲

代表取
締役

佐藤 秀
之さん 

※一部
抜粋し

て掲載
してい

ます。 ※価格は
いずれも

消費税込
み

★

HP

鮭（白醤
油） 切身

 ２切れ入
り

味付き鮭
/３６０円

 （冷凍）

いずれも
保存方

法/-１８
℃以下

めじか（
塩） 切身

 ２切れ入
り

新巻めじ
か鮭/４０

０円 （冷
凍）

（塩）
鮭（白醤

油） 、薄
味 上品

味
。

旬佳肴
、鮭 切身。

YAMA
JO

YA
M
A
JO

し
ゅ
ん
か
こ
う

ほ
ど
こ

枝幸町
で獲れた

鮭１００％
使用

身がふっ
くらして

柔らかい
。ほどよ

く脂がの
っている

北オホー
ツク枝幸

の鮭。
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《特集
》稚内し

んきんカ
レンダー

連動企
画 開拓者

精神が
宿る宗

谷・オホ
ーツク

神威岬
と目梨

泊遺跡
（枝幸

町）

麒麟獅
子と生誕

200年
を迎え

たラナル
ド・マク

ドナルド
（利尻

島）

兜沼と言
問の松

（豊富
町）

人と人
がつな

がる、地
域の拠

点を目
指して 

ゲストハ
ウス さる

ふつba
se（猿払

村）

放牧酪
農を営

む杉山
愛美さん

が手が
ける 杉山

牧場の
スロービ

ーフ（浜
頓別町

）

癒しの、
ほっとス

テーショ
ン 雄武

町元沢木
の「カフェ

ひとのえ
き」（雄

武町）

中頓別
町藤井

地区の「じ
んぺい

炭窯」岩
田 利雄

さん（中
頓別町

）

北見方
面興部

警察署
 雄武駐

在所 巡
査  青木 

俊晃さ
ん（雄武

町）

山上佐
藤水産

㈲の 「旬
佳肴（し

ゅんかこ
う）鮭の切

身」（枝
幸町）
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